
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
執

行
状
況
や
方
針
等
を
、
市
長
及
び
他
の
執

行
機
関
に
対
し
て
質
問
を
し
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

17人
の議員が質問

今期定例会では

議　
員

市　
長

市が行う仕事について
幅広く質問する

市の取り組み状況や
考え方を答える
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採

決

議 案 審 査
請
願
・
陳
情
審
査

委員会

討

論

質

疑

議

案

説

明

意見交換会（アロハトーク）を開催

令和６年５月25日（土）に議員と市民の意見交換会（全２回）を開催しました。合
計で14名の参加者がテーマごとに席替えをしながら、市議会議員と和気あいあい
と自由な会話を楽しんでいただきました。

市民の皆さまに開かれた議会を目指して、これからも取り組みを進めていきます。
広報広聴委員会
木山耕治委員長

一

般

質

問

これまでに実施されたアロハトーク（令和 3 年 5 月～令和 6 年 5 月）

次回は
令和6年11月23日（土・祝）

開催予定

令和３年

令和５年

令和３年

令和６年

令和４年 令和４年

実施済

実施済

実施済

実施済

実施済
実施済

1

資源保護のため、再生紙を使用しています



２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。

質
問　
本
市
の
空
き
家
対
策
の
現
状
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

回
答　
令
和
５
年
度
に
茅
ヶ
崎
市
空
家
等
対
策

計
画
を
改
定
す
る
際
、
市
内
１
５
７
５
件
の
空

き
家
の
所
在
と
老
朽
度
を
把
握
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
よ
り
即
時
的
な
解
決
は
困
難
と

な
っ
て
い
る
。「
空
き
家
活
用
等
マ
ッ
チ
ン
グ

制
度
」
は
登
録
者
数
が
低
調
で
あ
り
、
空
き
家

の
居
住
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
「
茅
ヶ
崎
市
空
き
家

バ
ン
ク
」
を
創
設

し
た
。
空
き
家
の

流
通
促
進
と
制
度

運
用
に
よ
る
地
域

の
空
き
家
問
題
の

解
決
が
期
待
さ
れ

る
。

水 本 定 弘

高
齢
者
と
空
き
家

問
題
に
つ
い
て

質
問　
中
学
校
部
活
動
の
廃
部
等
の
判
断
は
当

事
者
で
あ
る
中
学
生
と
と
も
に
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

回
答　
廃
部
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
部
員
数

や
教
員
の
配
置
状
況
と
生
徒
・
保
護
者
の
意
見

等
を
丁
寧
に
把
握
し
な
が
ら
、
所
属
部
員
と
今

後
入
部
を
希
望
す
る
児
童
の
意
向
も
踏
ま
え
慎

重
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
各
学
校
の
部
活

動
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

や
文
化
推
進
課
等
と
連

携
し
、
情
報
共
有
を
密

に
図
り
つ
つ
、
児
童
・

生
徒
が
地
域
で
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
・
芸
術
に
取

り
組
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
確
保
に
努
め
る
。

山 口 順 平

中
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
・
地
域

移
行
に
つ
い
て

質
問　
ち
が
さ
き
自
転
車
プ
ラ
ン
改
定
に
向
け

て
、
自
転
車
事
故
撲
滅
に
対
す
る
思
い
も
含
め

て
意
気
込
み
を
問
う
。

回
答　
市
民
が
安
心
し
て
楽
し
く
自
転
車
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
事
故
な
く
安
全
に
自
転
車

に
乗
れ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

利
用
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
だ
け
で
な
く
、
思
い

や
り
精
神
の
醸
成
、
利
用
環
境
の
整
備
、
日
常

利
用
の
促
進
や
自
転
車
を
楽
し
む
機
会
の
創
出

な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
を
検
討
し
、

自
転
車
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
。

清 野 匡 志

第
３
次
ち
が
さ
き

自
転
車
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

質
問　
地
方
公
共
団
体
等
に
求
め
ら
れ
る
障
が

い
者
の
法
定
雇
用
率
を
踏
ま
え
た
本
市
の
さ
ら

な
る
推
進
の
方
向
性
を
問
う
。

回
答　
令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
、
市
長
部
局

に
お
け
る
障
害
者
雇
用
率
は
３
．
83
％
、
教
育

委
員
会
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
率
は
３
．
08
％

で
あ
り
、
法
定
雇
用
率
２
．
８
％
を
達
成
し
て

い
る
。
令
和
８
年
度
に
は
法
定
雇
用
率
が
３
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
障
が
い

の
あ
る
職
員
が
長
く
働
き
続
け
、
活
躍
で
き
る

豊 嶋 太 一
多
様
性
を
認
め
合
え
る

社
会
づ
く
り
の 

政
策
に
つ
い
て

質
問　
強
※
１

度
行
動
障
が
い
を
有
す
る
方
々
へ
の

支
援
体
制
及
び
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
対
象

拡
大
に
つ
い
て
問
う
。

滝 口 友 美
強
度
行
動
障
が
い
を
有
す
る

方
々
及
び
そ
の
ご
家
族
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

回
答　
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ご
家
族
等

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
支
援
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
支
援
体
制
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
広
域

的
支
援
人
材
を
活
用
し
た
集

中
的
・
予
防
的
支
援
を
行
う
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
対

象
拡
大
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

ご
み
減
量
対
策
に
つ
い
て

中学校の部活動の様子

自転車は原則車道

質
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い

地
域
へ
の
対
応
は
。

回
答　
道
路
状
況
や
利
用
者
の
状
況
か
ら
、
大

量
輸
送
を
担
う
バ
ス
等
の
公
共
交
通
が
適
し
て

い
な
い
地
域
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
茅
ヶ
崎

市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
取
り
組
み
に
お
い
て

も
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
交
通
手
段
を
導
入

で
き
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、

地
域
と
の
対
話
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

外
郭
団
体
等
の
活
用

に
つ
い
て

加 藤 大 嗣

公
共
交
通
に
つ
い
て

質
問　
全
小
・
中
学
校
で
自
転
車
利
用
の
安
全

教
育
を
実
施
す
る
た
め
、
本
事
業
の
重
要
性
を

周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

回
答　
幼
少
期
か
ら
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一

人
で
も
多
く
の
児
童
・
生
徒
が
交
通
安
全
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、
市
教
育
委

員
会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
自
転
車
で
の
来
訪
者
に
対
す
る
情
報
発

信
機
能
を
道
の
駅
に
持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

回
答　
自
転
車
利
用
者

を
含
む
、
多
く
の
来
訪

者
へ
有
益
な
情
報
を
発

信
し
、
快
適
な
空
間
を

提
供
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。 阿 部 英 光

自
転
車
の
ま
ち
と
し
て

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

質
問　
Ｈ
※
２

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

が
再
開
し
た
。
定
期
接
種
を
逃
し
た
方
へ
、
キ※
３

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
勧
奨
の
取
り
組
み
は
。

回
答　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
は
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
ま
で
の
女
性
約
１
万
２
５
０
０
人

の
う
ち
、未
接
種
の
約
９
５
０
０
人
が
対
象
と
な

る
。
計
３
回
の
接
種
完
了
ま
で
に
約
半
年
を
要

す
る
点
や
令
和
６
年
度
が
無
料
接
種
の
最
終
年

度
で
あ
る
点
に
鑑
み
、
希
望
者
が
接
種
機
会
を

逃
さ
ぬ
よ
う
、早

期
の
検
討
と
令
和

６
年
９
月
末
ま
で

の
初
回
接
種
を
周

知
し
、
接
種
勧
奨

と
啓
発
に
努
め
る
。

山 﨑 広 子

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
勧
奨
に

つ
い
て

質
問　
本
市
の
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
の
生
息
状
況
と

今
後
の
防
除
対
策
等
を
問
う
。

回
答　
本
市
で
も
令
和
４
年
度
は
51
匹
が
捕
獲

さ
れ
て
お
り
、
仮
に
生
息
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
場
合
は
農
作
物
被
害
や
樹
木
の
枯
死
等
が
予

測
さ
れ
る
。
今
後
は
「
神
奈
川
県
ク
リ
ハ
ラ
リ

ス
（
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
）
防
除
実
施
計
画
」
に
基

づ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
市
民
へ

の
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
や
近

隣
自
治
体
と
の
情
報
共
有
を
進
め
、
関
係
機
関

等
と
の
連
携
及

び
有
効
な
対
策

に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

藤 本 恵 祐

獣
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　
避
難
が
中
長
期
に
な
っ
た
際
の
避
難
所

運
営
に
お
け
る
衛
生
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

回
答　
避
難
所
生
活
で
の
二
次
災
害
を
防
止
す

る
観
点
か
ら
、
感
染
症
及
び
衛
生
対
策
の
推
進

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
で
は
災
害
時
保
健
師

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
保
健
師
の
活
動

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
見
直
す
際
に
は
、
発
災
直
後
の
対
応

の
み
な
ら
ず
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
土
足
禁
止
に

す
る
こ
と
や
ト
イ

レ
を
清
潔
に
維
持

す
る
等
、
中
長
期

的
な
避
難
生
活
に

お
い
て
必
要
な
衛

生
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

岡 崎 　 進

災
害
対
応
に
つ
い
て

環
境
の
整
備
を

進
め
、
障
害
者

雇
用
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

※１　強度行動障がい…自分や他者に害のある行動が著しく高い頻度で出現しており、特別に配慮された支援が必要な状態のこと。
※２　ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）…性経験のある女性であれば50％以上が生涯で一度は感染するとされているウイルス。子宮頸がんをはじめ多くの病気の発生に関わっている。
※３　キャッチアップ接種… 積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃していた方に対して、公平な接種機会を確保する観点から時限的に従来の定期接種の対象年齢を 

超えて接種を行うこと。

主を失った空き家と飼い猫

コミュニティバス

ウイルス型の80％から90％を 
防ぐ９価ワクチン

自転車教育は乗り始めが大事避難所入口の靴洗い場

外来種のタイワンリス

福祉タクシー利用券

障がい者が働きやすい職場へ
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質
問　
終
活
の
「
死
後
事
務
事
業
」
は
市
単
独

で
は
な
く
多
職
種
や
事
業
者
と
連
携
し
た
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

回
答　
死
後
事
務
は
、
遺
体
の
引
取
り
や
火

葬
・
葬
儀
の
ほ
か
、
生
前
に
か
か
っ
た
医
療
費

や
公
共
料
金
等
の
支
払
い
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
手
続
き
を
死
後
速
や
か

に
行
う
た
め
、
多
職
種
や
事
業
者
と
連
携
し
て

情
報
提
供
、
相
談
を
受
け
る
体
制
づ
く
り
を
す

る
こ
と
は
必
要
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
先
進
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

民
間
活
力
も

活
用
で
き
る

よ
う
調
査
研

究
を
進
め
る
。 早 川 仁 美

高
齢
者
支
援
に 

つ
い
て

質
問　
働
く
こ
と
は
基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ

り
、
自
分
の
能
力
で
社
会
参
加
し
た
い
と
い
う

思
い
は
生
き
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
就
労
系

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
本
市
の
施
策
と
利
用
状

況
及
び
そ
の
後
の
就
労
状
況
は
。

回
答　
就
労
に
よ
る
自
立
と
社
会
参
加
・
交
流

を
実
現
す
る
施
策
を
展
開
し
、
市
内
企
業
の
理

解
促
進
と
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
令
和
５
年
度
の
利
用
実
績
（
月
平
均
）

は
、
就
労
移
行
支
援
81
人
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
41
人
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
３
５
３
人
、
就

労
定
着
支
援
40
人
で
、

令
和
４
年
度
の
一
般

就
労
実
績
は
45
人
で

あ
る
。

今 井 理 華

障
が
い
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て

質
問　
疾
病
等
の
理
由
で
牛
乳
の
提
供
停
止
を

希
望
し
た
児
童
に
対
し
て
「
給
食
提
供
時
の
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
」
と
し
て
、

成
分
の
違
う
豆
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
ま
で
も
が
提
供

停
止
に
な
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
児
童
や
保

護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
・
改
善
す

る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

回
答　
牛
乳
以
外
の
飲
料
を
年
４
回
ほ
ど
提
供

し
て
い
る
が
、
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
象
と
な

ら
な
い
飲
料
の
提

供
に
つ
い
て
、
栄

養
士
部
会
や
養
護

部
会
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
改
善

の
余
地
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。 藤村優佳理

給
食
の
牛
乳
以
外

の
飲
料
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

質
問　
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の
対
応
は
。

回
答　
健
康
的
な
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

体
制
の
構
築
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

質
問　
ス※
４
フ
ィ
ア
基
準
に
対
す
る
認
識
は
。

回
答　
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
ほ
か
、
ト
イ

レ
の
確
保
数
や
男
女
比
な
ど
、
避
難
所
の
環
境

上
、
で
き
る
限
り
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問　
利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
運
営
に
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
は
。

回
答　
配
備
職
員
な
ど
の
避
難
所
関
係
者
と
避

難
者
が
協
力
し
て
課
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
避
難
所

開
設
訓
練
等
の
機
会

を
活
用
し
、
認
識
共

有
に
努
め
て
い
く
。

金 田 俊 信

災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
の
在
り
方

に
つ
い
て

質
問　
情
報
化
社
会
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
問
う
。

回
答　
令
和
５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
か
ら
、
本
市
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学

習
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
状

況
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
児
童
・
生
徒
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
特
殊
詐
欺
等
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ら

が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
正
し
く
判
断
し
、
適
切

に
発
信
す
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
け
る
よ

う
に
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
各
学
校

の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
く
。

質
問　
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
単
位
で
の
防
災
訓

練
は
、
１
地
区
当
た
り
の
規
模
が
県
内
他
町
の

人
口
よ
り
も
多
い
場
合
が
あ
り
、
市
民
の
手
に

は
負
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

回
答　
市
が
作
成
し
た
「
防
災
訓
練
ポ
イ
ン
ト

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
参
考
に
、
各
地
区
で
内
容
を
企

画
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　
年
１
回
の
防
災
訓
練
の
準
備
に
非
常
に

時
間
が
か
か
る
。
子
育
て
世
代
は
貴
重
な
休
日

を
返
上
し
て
参
加
し
、
負
担
も
大
き
い
。
準
備

も
当
日
の
訓
練
も
短
く
す
る
べ
き
で
は
。

回
答　
各
地
区
で
誰

も
が
参
加
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

杉 本 啓 子

茅
ヶ
崎
市
の
防
災

対
策
に
つ
い
て

質
問　
有
償
配
布
さ
れ
て
い
る
市
の
防
災
ラ
ジ

オ
の
周
波
数
を
茅
ヶ
崎
Ｆ
Ｍ
に
合
わ
せ
る
の
は

煩
雑
で
あ
る
が
、
改
善
策
は
。

回
答　
防
災
ラ
ジ
オ
は
茅
ヶ
崎
Ｆ
Ｍ
の
局
番
登

録
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
手
動
で
の
設
定
方

法
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
な
が
ら
、

ラ
ジ
オ
の
販
売
元
業
者
と
登
録
さ
れ
て
い
る
Ｆ

Ｍ
局
の
情
報
更
新
方
法
に
つ
い
て
調
整
を
進
め

て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
令
和
６
年
５
月
23
日

以
降
の
配
布
か
ら
、
購
入
者
に
意
向
を
確
認
し
、

初
期
登
録
Ｆ
Ｍ
局
ま
た
は
フ
リ
ー
ボ
タ
ン
に
茅

ヶ
崎
Ｆ
Ｍ
を
登

録
し
て
配
布
す

る
対
応
を
始
め

た
。

長谷川由美

災
害
時
等
の 

ラ
ジ
オ
の 

活
用
に
つ
い
て

　茅ヶ崎市議会は令和５年３月からタ
ブレット端末やペーパーレス会議シス
テムを導入し、同年６月から本格的な運
用を開始しました。
　現在、市議会ＩＣＴ活用推進協議会で
効果検証とオンライン会議実現に向け
協議をしています。
今回は運用開始か
ら１年が経過しま
したので、導入の効
果を一部ご紹介し
ます。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
推
進
協
議
会

　
　
藤
本
恵
祐
　
座
長

効果① 効果③紙の資料が… 他にも…

（　3.5トン分）
年間 枚削減436,939 タブレット端末を利用して

❶会議日程を共有
❷議会の打合室をネット予約
❸オンライン研修・打合わせ
❹資料がカラーで見やすく
❺市民への分かりやすい説明
などに取り組んでいます！

※過去年度平均と比較しての数値です。
※金額にすると約70万円程度の削減効果です。
※A4用紙１枚当たり７ｇで計算しています。

効果② 会議が…

全ての会議で資料を電子化し、効
率的で省資源化された会議運営をし
ています。

木 山 耕 治

デ
ジ
タ
ル
教
育
に

つ
い
て

※４　スフィア基準…被災者に対する人道支援の最低基準を示す国際基準。トイレや居住スペース等の数値目標の他、被災者の尊厳や権利を定めている。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
目の不自由な方にも議会の活動を知

っていただくため、点字版と録音版
（茅ヶ崎録音奉仕会のご協力で作成）
の「議会だより」を発行しています。

利用を希望される方は議会事務局ま
でお問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を
掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。
〇 令和６年第２回定例会の本会議・委員会の状況について

は、市ホームページで録画映像をご覧いただけます。
〇 令和６年第２回定例会の会議録は、８月下旬から市ホー

ムページ、市立図書館、市役所の市政情報コーナーなど
でご覧いただけます。

市議会の SNS

市議会の公式会議の情報
や議長の動向、委員会等の
視察の様子
などを発信
しています。

市議会の取り組みや議会
報告などを動画で配信して
います。

ぜひチャ
ンネル登録
をお願いし
ます。

議案審査等を行った会
議の会議録を公開してい
ます。会議名や日付、発
言内容などで検索もでき
ます。

会議録
過去１年間の議案審査

等を行った会議の映像を
公開しています。当日の
生の映像をぜひご覧くだ
さい。

会議映像

横須賀市のエンディングプラ
ンサポート事業の案内チラシ

共に生きる　共に働く

小学校の給食例

市民は下請けですか？

子どもたちを守るためのデジタ
ル教育を

もしもの時への備えを

防災ラジオの
周波数設定方法

⇩

市 HP へ遷移します。

令和６（2024）年７月31日号　No.2293 ちがさき市議会だより



浜
園
橋
橋
り
ょ
う
整
備
工
事
（
上
部
工
）
の

請
負
契
約
に
つ
い
て
、
工
事
に
伴
い
発
生
す
る

掘
削
土
の
処
分
計
画
の
変
更
に
よ
り
、
残
土
処

分
を
減
と
す
る
こ
と
か
ら
契
約
金
額
を
減
額
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

問　
今
回
の
提
案
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　
現
場
の
ヤ
ー
ド
が
狭
く
、
従
来
は
工
事
に

伴
い
発
生
す
る
掘
削
土
を
処
分
す
る
計
画
で
あ

っ
た
が
、
置
き
場
が
確
保
で
き
た
こ
と
及
び
今

後
、
本
工
事
に
関
連
す
る
道
路
工
事
の
資
材
と

し
て
掘
削
土
を
流
用
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た

た
め
、
減
額
提
案
に
至
っ
た
。

問　
本
工
事
は
こ
れ
ま
で
も
柔
軟
な
発
想
で
業

者
と
協
議
を
し
な
が
ら
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
業
者
と
の
連
携
は
と
れ
て
い

る
の
か
。

答　
市
の
担
当
者
が
事
業
者
と
密
に
話
し
合
い
、

今
回
の
提
案
に

つ
な
が
っ
て
い

る
。
行
政
と
事

業
者
が
、
常
に

現
場
を
改
善
す

る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
。

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

　
北
茅
ヶ
崎
駅
整
備
事
業
費
（
９
６
８
万
円
増
。

北
茅
ケ
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
、
東

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
」と
い
う
。）が
実
施
す
る
調
査
設
計
経
費

を
負
担
す
る
こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
補
助
等
を

増
額
す
る
も
の
）

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
設
計
費
用
に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
分
担
状
況
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
直
営
で
行
う
電
気
工
事
や

土
木
構
造
物
以
外
で
撤
去
等
が
必
要
な
部
分
に

関
す
る
内
容
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
担
い
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
経
路
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
調
査
に

関
す
る
内
容
は
市
が
担
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
調
査
設
計
に
要
す
る
期
間
は
。

答　
本
議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
協
定
を
締
結
し
、
令
和
６
年
度
中

の
調
査
設
計
完
了
を
目
指
す
。

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

市
立
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
等
の
空
調
設
備

設
置
工
事
（
電
気
設
備
・
機
械
設
備
）
の
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問　
市
内
中
学
校
を
４
分
割
し
、
さ
ら
に
電
気

設
備
と
機
械
設
備
に
分
け
て
発
注
し
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
不
調
と
な
る
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
と

思
う
が
、
見
解
は
。

答　
適
正
な
競
争
原
理
が
働
く
よ
う
公
平
性
を

確
保
し
た
上
で
、
各
学
校
の
距
離
や
工
事
規
模
、

地
域
経
済
の
発
展
、
雇
用
確
保
、
事
業
者
育
成

と
受
注
機
会
の
増
進
等
に
つ
な
が
る
よ
う
Ｊ※
５
Ｖ

方
式
に
よ
る
分
離
・
分
割
発
注
を
行
っ
た
。

問　
今
回
の
工
事
で
特
別
教
室
等
に
も
空
調
を

整
備
す
る
が
、
学
校
現
場
か
ら
の
希
望
は
あ
っ

た
の
か
。

答　
学
校
現
場
か
ら
、
理
科
室
や
技
術
室
等
の

特
別
教
室
に
も
空
調
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
併
せ
て
整
備
す
る
。

問　
空
調
の
ス
ペ
ッ
ク
は
。

答　
過
去
整
備
し
た
空
調
を
参
考
と
し
、
過
不

足
の
な
い
よ
う
設
計
し
て
い
る
。

問　
納
期
は
守
ら
れ
る
の
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
現
在
は
極
端
な
納
期

の
遅
れ
は
発
生
し
て
い
な
い
。
速
や
か
に
調
達

で
き
る
よ
う
各
事
業
者
に
依
頼
す
る
。

市内中学校の屋内 
運動場及び一部特別
教室等に空調導入

議案第65号から第72号まで　
工事請負契約の締結について

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

問　
今
後
の
調
査
設
計
の
計
画
は
。

答　
今
回
の
調
査
設
計
の
内
容
に
よ
る
が
、
一

般
的
に
は
、
概
略
設
計
、
詳
細
設
計
を
経
て
工

事
と
な
る
。

　
道
路
照
明
灯
等
関
係
経
費
等
（
９
７
６
万
７

０
０
０
円
増
。
道
路
照
明
灯
や
そ
の
他
道
路
施

設
及
び
交
通
安
全
施
設
等
に
つ
い
て
、
一
括
前

払
い
契
約
の
電
気
料
金
が
当
初
の
想
定
を
上
回

り
、
今
後
の
月
払
い
契
約
の
支
払
い
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
光
熱
水
費
を
増
額
す
る
も

の
）

問　
電
気
料
金
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
一
括
前
払
い
契
約
は
、
年
度
当
初
の
４
月

に
一
括
し
て
前
払
い
す
る
契
約
で
あ
る
。
そ
の

前
払
い
料
金
は
、
同
年
３
月
の
電
気
料
金
に
基

づ
き
算
定
さ
れ
る
。
本
年
度
の
予
算
要
求
時
は

令
和
５
年
３
月
の
単
価
を
基
準
に
、
一
定
程
度

の
上
昇
は
見
込
ん
で
算
定
し
て
い
た
が
、
そ
れ

を
上
回
る
化
石
燃
料
の
高
騰
に
よ
る
電
気
料
単

価
の
変
動
や
政
府
補
助
の
減
少
な
ど
も
あ
り
、

今
回
の
増
額
と
な
っ
た
。

問　
一
括
前
払
い
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
月
払
い
と
比
較
し
、
令
和
５
年
度
実
績
で

０
．
６
％
程
度
電
気
料
金
が
安
価
に
な
り
、
年

間
10
万
円
程
度
削
減
で
き
る
。

燃料費高騰に伴う
道路照明灯等の 
電気料金の補正

議案第49号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第４号）
所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

北茅ケ崎駅の 
バリアフリー化に 
一歩前進

議案第49号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第４号）
所管部分

委員会では
全会一致

２次元コードから実際の映像等をご確認いただけます。

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
完
成
時
期
は
。

答　
跨
線
橋
を
活
用

し
た
場
合
、
施
工
期

間
24
カ
月
相
当
と
い

う
参
考
値
は
あ
る
が
、

詳
細
は
設
計
段
階
で

算
出
し
て
い
く
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
議
案
15
件
と
陳
情
２
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
阿
部　
英
光

副
委
員
長

　
早
川　
仁
美

岸　
　
正
明

金
田　
俊
信

水
島　
誠
司

柾
木　
太
郎

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
議
案
10
件
と
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

委
員
長

　
小
川　
裕
暉

副
委
員
長

　
長
谷
川
由
美

杉
本　
啓
子

山
口　
順
平

藤
本　
恵
祐

加
藤　
大
嗣

滝
口　
友
美

現場の工夫で浜園橋 
橋りょう工事 
費用を減額

議案第56号　工事請負契約の
変更について

委員会では
全会一致

ちがさき自民クラブ
賛

成

北茅ヶ崎駅整備事業費では、駅の利便性・安全性向
上のため橋上駅舎化が望ましいと考えるが、整備に関
しては東日本旅客鉄道株式会社の意向もあり、市が一
方的には決められない。その中で、現行の跨線橋のま
まバリアフリー化を最優先に事業を進めていくことに
ついて評価する。東日本旅客鉄道株式会社による調査
設計が完了後、整備時期などについて駅周辺自治会等
へ説明など丁寧に行っていくよう求める。また、バリ
アフリー化以外にも、東口の設置や踏切の安全対策な
どについて東日本旅客鉄道株式会社と継続的に協議
し、早期に実現することを要望する。

絆・新政・新しい風
賛

成

茅ヶ崎市子育て支援センター条例の一部
を改正する条例
子育て支援センターとファミリー・サポ

ート・センターの一体化及び指定管理への
移行に伴い、子育て世帯へきめ細やかに支
援できるよう期待する。また、指定管理者
選定等委員会の委員を新たに委嘱する際
は、本市の特性、地域性なども踏まえて評
価ができる人材を選定するよう求める。民
間活用のメリットを最大限に生かし、利用
者の利便性向上と業務の効率化を求める。

公明ちがさき
賛

成

保護者や保育士の負担軽減を図るため
の「手ぶらで保育スタートアップ支援事
業」において、保育園の備品購入費等の
補助として昼寝用の布団や３歳児クラス
以上の主食を保育園で提供できるように
するため6317万円が計上された。仕事
と育児を両立する保護者にとって待ち望
んでいた事業であり、保護者において大
きな負担軽減となる。主食の提供につい
ては、園児のアレルギー対策をしっかり
行うことを求める。

第２回定例会に提
出された各案件につ
いて、採決の前に各
会派などが態度を表
明し、その理由を述
べました。

討　論
こんな理由で

OR賛 成 反 対

令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第4号）

令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第4号） 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第4号）

※５　JV（共同企業体）…複数の建設企業が１つの建設工事を受注、施工することを目的として形成する事業組織体のこと。

柔軟な発想で削減効果を

バリアフリー化が待たれる北茅ケ崎駅
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保
育
所
運
営
補
助
事
業
費
（
４
９
３
７
万
８

０
０
０
円
増
。
民
間
保
育
所
等
及
び
地
域
型
保

育
事
業
に
お
い
て
延
長
保
育
及
び
一
時
預
か
り

に
係
る
国
の
補
助
基
準
額
の
増
額
改
定
に
対
応

す
る
ほ
か
、
主
食
等
の
持
参
を
不
要
と
す
る

「
手
ぶ
ら
で
保
育
」
の
実
現
に
係
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の
負
担
金
補
助
等
を
増
額
す
る
も

の
）、保
育
園
業
務
管
理
経
費（
１
３
７
９
万
７

０
０
０
円
増
。
公
立
保
育
園
に
お
け
る
「
手
ぶ

ら
で
保
育
」
実
現
の
た
め
布
団
の
購
入
や
主
食

の
提
供
に
必
要
な
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
に
伴

い
、
消
耗
品
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問　
布
団
の
置
き
場
所
や
調
理
室
の
確
保
は
。

答　
布
団
の
置
き
場
所
に
つ
い
て
は
現
在
も
各

園
利
用
が
あ
る
た
め
、
場
所
は
確
保
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
公
立
保
育
園
の
調
理
室
の
作
業

ス
ペ
ー
ス
等
は
、
備
品
を
購
入
す
る
等
で
対
応

す
る
予
定
で
あ
る
。

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

　
予
防
接
種
事
業
費
（
２
８
５
万
１
０
０
０
円

増
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
高
齢
者
等
を
対
象
に
Ｂ※
６
類
疾
病

の
定
期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

印
刷
製
本
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問　
印
刷
製
本
費
の
内
容
を
伺
う
。

答　
実
施
医
療
機
関
に
配
付
す
る
予
診
票
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
発
行
し
て
い
た
個

別
の
接
種
券
の
作
成
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問　
接
種
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
１
月

31
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
自
己
負
担
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
高
齢

者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
自
己
負
担

額
（
２
０
０
０
円
）
よ
り
も
高
額
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　
一
般
管
理
経
費
（
４
０
７
５
万
７
０
０
０
円

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

令和６年12月２日
よりマイナ保険証
に移行
議案第50号　令和６年度
茅ヶ崎市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

委員会では
賛成多数

主
な
事
業
費

　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
連
携
事
業
費(

３
４
２

万
円
増
。
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
出
場
す
る
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
周
知
と
応
援
の
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
す
る

こ
と
に
伴
い
、
委
託
料
等
を
増
額
す
る
も
の)

問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
開
催
場
所

及
び
募
集
方
法
は
。

答　
サ
ー
フ
ィ
ン
と
Ｂ
Ｍ
Ｘ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

は
う
み
か
ぜ
テ
ラ
ス
で
、
自
転
車
競
技
と
パ
ラ

水
泳
は
分
庁
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
予
定

し
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
う
。

問　
競
技
時
間
が
深
夜
帯
と
な
る
場
合
、
青
少

年
は
参
加
で
き
る
の
か
。

答　
県
の
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
基
づ
き
青

少
年
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
。

問　
開
催
場
所
周

辺
の
住
民
へ
の
対

応
は
。

答　
開
催
が
決
ま

り
次
第
、
近
隣
住

民
へ
お
知
ら
せ
し
、

十
分
配
慮
し
な
が

ら
開
催
し
た
い
。

パリ五輪での 
スポーツアンバサダー 
の活躍をパブリック 
ビューイングで応援

議案第63号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第５号）
所管部分
委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

増
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修

及
び
加
入
者
情
報
の
送
付
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、

委
託
料
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問　
加
入
者
情
報
の
送
付
対
象
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
全
世
帯

が
対
象
で
あ
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
、

ま
た
は
保
険
証
と
紐
付
け
し
て
い
な
い
場
合
の

令
和
６
年 

月
２
日
以
降
の
受
診
方
法
は
。

答　
紙
の
保
険
証
は
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で

使
用
可
能
で
あ
る
。
そ
の
期
限
ま
で
に
紙
の
保

険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確
認
書
を
一
斉
に

発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
収
集
車
等
購
入
経
費（
１
４
２
２
万
５
０
０
０

円
増
。ご
み
の
戸
別
収
集
に
係
る
実
験
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、じ
ん
か
い
収
集
車
を
購
入
す
る
こ

と
に
伴
い
、備
品
購
入
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問　
購
入
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
ご
み
の
戸
別
収
集

実
験
事
業
が
令
和
７
年

度
中
の
早
期
実
施
を
想

定
し
て
お
り
、
収
集
車

の
購
入
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
進
め
て
い
く
。

主
な
質
疑

12

ごみの戸別収集
実験事業のため
収集車を購入
議案第49号　令和６年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第４号）所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

問　
「
手
ぶ
ら
で
保
育
」

の
開
始
時
期
は
。

答　
遅
く
と
も
令
和
７

年
４
月
か
ら
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
と
陳
情
２
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
水
本　
定
弘

副
委
員
長

　
藤
村
優
佳
理

金
子　
　
遥

吉
川
ひ
か
り

木
山　
耕
治

菊
池　
雅
介

伊
藤　
素
明

「手ぶらで保育」 
実現で保護者の 
負担軽減

議案第49号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第４号）
所管部分

委員会では
全会一致

令和６年10月より 
新型コロナワクチンが
高齢者等の定期接種に

議案第63号　令和６年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第５号）所管部分

委員会では
全会一致

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
議
案
８
件
と
請
願
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
花
田　
　
慎

副
委
員
長

　
岡
崎　
　
進

豊
嶋　
太
一

清
野　
匡
志

今
井　
理
華

新
倉　
真
二

山
﨑　
広
子

会派に 
属さない議員賛

成

音が聞こえなくなるの
は、日常的に情報から隔
離されたり、危険を察知
できなくなることを意味
する。加齢性難聴者のた
めに何らかのアクション
を起こすよう要望する。

（杉本啓子議員）

加齢性難聴者の
補聴器購入に公的補助 
を求める請願

日本共産党 
茅ヶ崎市議会議員団反

対

令和７年４月からの指定
管理者導入は安易である。
勤労者の生活が厳しさを増
す中、開館時間が延長され
るにもかかわらず人件費を
削減することは労働条件の
明らかな悪化であり、反対
する。

茅ヶ崎市子育て支援 
センター条例の一部を 
改正する条例

未来創生・湘風クラブ
賛

成

国の施策に対応する補正を
中心に、実施計画に基づく内
容であり評価する。
工事請負契約の締結について

（議案第65号から第72号）
中学校の体育館とその他特

別教室への空調整備につい
て、入札手法及び発注方式は
妥当である。特に、現場から
要望のあった特別教室も同時
に整備することを評価する。

令和６年度茅ヶ崎市
一般会計補正予算（第4号）

ちがさき立憲クラブ
賛

成
令和６年度茅ヶ崎市
一般会計補正予算（第4号）
保育園が幼児クラスの主食や

昼寝用布団を用意するための支
援事業について、民間・公立を
問わず保護者からの要望が大き
かった内容で、大いに評価す
る。待機児童解消のための分園
整備や小規模保育事業の認可保
育園化の新設に当たっては、保
育士確保や保育所等の業務負担
軽減のための施策を強力に進め
ることを要望する。

市民の声ちがさき
賛

成

トップアスリート連携事業費では、市
のスポーツアンバサダーとなった選手の
パリ五輪出場競技のパブリックビューイ
ングを行う。楽しく盛り上げ、選手を応
援できるよう参加者募集の周知や施設近
隣への配慮を要望する。また、予防接種
事業費では、新型コロナウイルス感染症
の予防接種をＢ類疾病の定期接種として
実施するが、広報に当たっては、積極的
な勧奨とならないよう配慮するとともに
希望者に対しては丁寧な対応を求める。

令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第5号）

※６　Ｂ類疾病の定期接種…個人の発病または重症化の予防に重点を置き、本人が接種を希望する場合に実施されるもの。

令和６年２月開催のパブリックビューイング

じんかい収集車
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議案番号 件  名

議決結果

ち
が
さ
き 

自
民
ク
ラ
ブ

絆
・
新
政
・ 

新
し
い
風

公
明 

ち
が
さ
き

市
民
の
声 

ち
が
さ
き

未
来
創
生
・ 

湘
風
ク
ラ
ブ

ち
が
さ
き 

立
憲
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党 

茅
ヶ
崎
市
議

会
議
員
団

会
派
に 

属
さ
な
い 

議
員

水
島　
誠
司

水
本　
定
弘

岡
崎　
　
進

小
川　
裕
暉

金
子　
　
遥

新
倉　
真
二

岸　
　
正
明

木
山　
耕
治

長
谷
川
由
美

滝
口　
友
美

山
﨑　
広
子

菊
池　
雅
介

阿
部　
英
光

花
田　
　
慎

藤
村
優
佳
理

清
野　
匡
志

山
口　
順
平

柾
木　
太
郎

伊
藤　
素
明

加
藤　
大
嗣

早
川　
仁
美

藤
本　
恵
祐

吉
川
ひ
か
り

金
田　
俊
信

今
井　
理
華

豊
嶋　
太
一

杉
本　
啓
子

本会議 
審議日

議案第44号から47号 専決処分の承認について 6月6日 承認 ◯◯◯◯◯◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第48号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第３号） 6月6日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第49号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第４号） 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯
議案第50号 令和６年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号) 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●

議案第51号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例

6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第52号 茅ヶ崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第53号 茅ヶ崎市子育て支援センター条例の一部を改正する条例 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯
議案第54号 茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第55号 茅ヶ崎市営住宅条例の一部を改正する条例 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第56号 工事請負契約の変更について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第57号・58号 動産の取得について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第59号 藤沢市と茅ヶ崎市とのし尿等処理に関する事務の委託に係る協
議について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第60号 和解について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第61号の１・２ 市道路線の廃止について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第62号の１から６ 市道路線の認定について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第63号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第５号） 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議案第64号 令和６年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第１号) 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●

議案第65号から72号 工事請負契約の締結について 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議会議案第２号 特別委員会の設置について 6月6日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議会議案第３号 女性差別撤廃条約選択議定書の早期批准を求める意見書 6月28日 可決 ●●●●●◯ ◯◯◯◯◯◯●●●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
議会議案第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 6月28日 可決 ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

請願第１号 加齢性難聴者の補聴器購入に公的補助を求める請願 6月28日 不採択 ●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●◯◯◯◯

○賛成 ●反対

議案等の議決結果等（令和６年第２回定例会）

意見書を可決しました
女性差別撤廃条約選択議定書の早期批准を求める意見書
地方財政の充実・強化を求める意見書

意見書

４月 15日 文化教育常任委員会（７名）が行政視察 
（京都府向日市、福岡県太宰府市、 
福岡県春日市）を実施、17日帰庁

23日 京都府亀岡市議会議員８名が視察来庁
26日 議会運営委員会

５月 ７日 ＩＣＴ活用推進協議会
15日 広報広聴委員会

議会運営委員会・環境厚生常任委員会
28日 平塚市議会議員３名が視察来庁

５月 29日 議会運営委員会
６月 26日 広報広聴委員会
７月 ５日 広報広聴委員会

８日 ＩＣＴ活用推進協議会

■議会の動向

(1) ＊印のある場合は、案件がある場合に行われます。
(2)  一般質問実施人数及び追加案件の有無によって９月６日（金）と27日（金）は休会になります。また、▲印のあ

る場合は前日程に繰り上げて実施します。
(3) 詳細は８月23日（金）開催予定の議会運営委員会で決定されますので議会事務局にお問い合わせください。
(4) 請願と陳情の第３回定例会での取り扱いは、８月13日（火）正午までに提出されたものを対象とします。

◯賛成 ●反対  △委員長のため表決に加わらず  －所属委員なし

陳情の審査結果

付託先の常任委員会 件  名 結 果
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都市経済常任委員会 陳情第２号 茅ヶ崎市の商店会管理街路灯撤去補助に関する陳情 不採択 △ ● ● ● ● ● － － ◯

文化教育常任委員会
陳情第３号 『茅ヶ崎市平和都市宣言』標語板（表示板）の再設置・増設を求める陳情 不採択 △● ● ● ● ● ● － － －
陳情第５号 女性差別撤廃条約選択議定書の早期批准を求める意見書を国に提出することに関する陳情 採 択 △● ◯ ◯ ● ◯ ◯ － － －

総務常任委員会
陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することを求める陳情書 採 択 ◯ ◯ △ － ◯ ◯ ◯ － －
陳情第６号 茅ヶ崎市津波ハザードマップの早期改訂と小中学校の避難計画早期見直しを求める陳情 不採択 ● ● △ － ● ◯ ◯ － －

■令和６年第３回定例会の日程（予定）
月 日

（曜日） 内　　　容

8 30（金） 本会議(＊先議案件趣旨説明〜質疑〜付託／一般質問）／ 
＊先議案件委員会審査

9

２（月） 本会議（＊先議案件最終審議／一般質問）
３（火） 本会議（一般質問）
４（水） 本会議（一般質問）
５（木） 本会議（一般質問）
６（金） 本会議（＊一般質問／▲各案件趣旨説明〜質疑〜付託／▲＊報告）
９（月） 都市経済常任委員会（9：00）／環境厚生常任委員会（14：00）
10（火） 文化教育常任委員会（9：00）／総務常任委員会（14：00）
11（水） 決算特別委員会（総務分科会）（9：00）／決算特別委員会（都市経済分科会）（14：00）
12（木） 決算特別委員会（文化教育分科会）（9：00）／決算特別委員会（環境厚生分科会）（14：00）
13（金） 決算特別委員会（小委員会）
17（火） 決算特別委員会（小委員会）
18（水） 決算特別委員会（小委員会）／＊議会運営委員会
19（木） 決算特別委員会（総務分科会）（9：00）／決算特別委員会（都市経済分科会）（14：00）
20（金） 決算特別委員会（文化教育分科会）（9：00）／決算特別委員会（環境厚生分科会）（14：00）
24（火） 決算特別委員会
27（金） ＊議会運営委員会／＊本会議（追加案件趣旨説明〜質疑〜付託）／＊追加案件委員会審査
30（月） 本会議（各案件最終審議／＊報告に対する質疑）／議会運営委員会

■全員協議会の開催状況
月 日（曜日） 内　　　容

5 20（月） 【報告事項】
１　ごみ収集方式のあり方について

6 25（火）

【協議事項】
１　 （仮称）茅ヶ崎市デジタル田園都市構想総合戦略（素案）について

【報告事項】
２　 各常任委員会の政策討議に関する中間報告について

※ 議長の動向については、 
ホームページに掲載 
しています。

 （ 「茅ヶ崎市 議長の動向」 
で検索できます。）
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特集　市民の活動を取材（茅ヶ崎市議会広報広聴委員会の委員が市民の方にインタビューをして記事を作成）

令和６（2024）年７月31日号　No.2297 ちがさき市議会だより
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清水谷の湿地にかかる木道にて

市博物館前を流れる駒寄川



えぼし

特集　市民の活動を取材（茅ヶ崎市議会広報広聴委員会の委員が市民の方にインタビューをして記事を作成）

駒寄川水と緑と風の会 清水谷を愛する会

サーフ９０茅ヶ崎ライフセービングクラブ
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